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研究成果の概要（和文）：本報告書では、18世紀の英語のエッセイの文体の解析結果を概説する。解析の対象と
して、サミュエル・ジョンソン、ジョゼフ・アディソン及びジョナサン・スウィフトの3名のエッセイストを選
んだ。本研究では、コンピュータープログラムを使用し、前記著者のエッセイのセット（コーパス）を分析し、
著者のキーワード、及び共通して使用頻度の高いマルチワードストリングを特定した。最も顕著で意味のあるキ
ーワードが属していたセマンティックフィールドは、ジョンソンについては『幸福及び満足』、アディソンにつ
いては『言語、スピーチ及び文法』、スウィフトについては『政府及びパブリックドメイン』であった。

研究成果の概要（英文）：This report outlines the results of a stylistic analysis of 
eighteenth-century English essays. The three essayists chosen for analysis were Samuel Johnson, 
Joseph Addison and Jonathan Swift. The research used computer programs to analyze sets (corpora) of 
these authors’ essays and to identify the authors’ keywords and most commonly used multi-word 
strings. For Johnson the most prominent and meaningful keywords belonged to the semantic field of ‘
Happiness and Contentment’, for Addison ‘Language, Speech and Grammar’, and for Swift ‘
Government and the Public Domain’.

研究分野： 言語学

キーワード： 文体論　コーパス言語学　18世紀のエッセイ　キーワード　ジョゼフ・アディゾン　ジョナサン・スウ
ィフト　サミュエル・ジョンソン

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
過去 10 年間、コーパス文体論の分野は、収
集された莫大なテキストを分析し、このテキ
スト集合体の隠れた文体の特徴を発見する
ために、コンピューターの能力を利用してい
る。その結果、数多くの発見がなされてきた。
しかしながら、これまで大部分のコーパス文
体論の研究において焦点が当てられてきた
のは、小説や、教師が言語の教材作成のため
のデータを提供するための特殊な科学のテ
キストに留まっていた。ここで概説するプロ
ジェクトで目指したのは、18 世紀の英語の刊
行物のエッセイにスポットライトを当て、18
世紀前中期における 3 人の文体の「トレンド
セッター」であるサミュエル・ジョンソン、
ジョゼフ・アディソン及びジョナサン・スウ
ィフトの文体分析を行い、現在のコーパス言
語技術を応用し、適用することが可能である
かを確認することであった。 
 
２． 研究の目的 
(1) 調査の目的は、具体的には、コーパス言

語学の技術を使い、次の事項を特定する
ことであった。 
 

① 各著者のエッセイにおけるキーワード、
キーワードデータにおけるパターンの発
見 
 

② 3 人の著者の著作物の中で共通して使用
される頻度が最も高い単語連鎖（つまり、
（1 つの単語ではなく）繰り返される文
字列）、及び最も重要な単語連鎖、並びに
これらの単語連鎖の分析  

 
(2) 調査の補足的な目的は、次のとおりであ

る。 
 

① 著者（ジョンソン及びアディソン）の 2
人を例とする 18 世紀の刊行物エッセイ
というジャンルの言語と、18 世紀の小説
という別のジャンルの言語の比較。この
比較もまた、2 つのジャンルタイプに対
するキーワードとキーとなる単語連鎖の
生成、及び取得データにおけるパターン
の発見を含む。 
 

② 他の文体の領域にこの分析を拡張できる
かどうかを確認すること、及び、現在利
用可能ないくつかのコーパス言語ツール
を試みること。ここで調査する範囲には、
エッセイの各章における（文レベル、段
落レベル及びエッセイ全体のレベルで
の）キーワードの分布の追跡、並びに、
キーワードのキーコロケーション（ター
ゲットの単語の前後で最も頻繁に出現す
る単語）の特定。 

 
３． 研究の方法 
(1) キーワード取得のため、コーパスツール

の WordSmith のセットを使って 3 つの
テキストファイルからワードリストを生
成した。このテキストファイルには、ジ
ョ ン ソ ン の The Rambler 、 The 
Adventurer及びThe Idlerからのエッセ
イ、アディソンの Spectator エッセイの
すべて、並びにスウィフトの The Tatler、
The Examiner、The Spectator 及び The 
Intelligencer からのエッセイが含まれて
いる。また、エッセイファイルの大きさ
に比例する各単語の頻度をログ尤度値と
して計算した。各ファイルの大きさには
かなりの差があったため（ジョンソンの
ファイルは 434,344 のワード、アディソ
ンのファイルは 323,841 ワード、及びス
ウィフトのファイルは 88,731 ワードで
構成されていた）、双方向比較で取得され
た各上位キーワードについて、平均重要
度（keyness）スコアを計算した。例え
ば、キーワード「BY」の重要度スコアは、
ジョンソンとアディソンとの比較及びジ
ョンソンとスウィフトとの比較において、
平均で 450.78 であった。ジョンソンにつ
いては、合計 92 のキーワード、アディソ
ンについては 64 のキーワード、及び、ス
ウィフトについては 115 のキーワードを
分析した。その後、キーワードを共有意
味素性ごとのグループに分類し、3 セッ
トのエッセイの構造及び内容における違
いを引き出した。 

 
(2) kfNgram プログラムによってテキスト

ファイルを実行することにより、3 人の
著者に最も共通する単語連鎖（n-grams）
が得られた。ジョンソン及びアディソン
については、4 単語の連鎖（4-grams）を
分析し、3 人の著者すべてと比較した。
ただし、スウィフトについては、ファイ
ルの単語数が少ないため（上記のとおり）、
意味のある比較をするのに十分な数の 4
単語の連鎖の例が取得できない可能性が
あった。このため、その代わりとして 2
単語の連鎖について検討することにした。  

 
(3) 18 世紀の小説との比較において、上記の

(1)及び(2)に概説されるステップを行っ
た。大規模な小説のコーパス（750 万ワ
ード超）では、主要な小説の 4 単語の連
鎖を、エッセイストのジョンソン及びア
ディソンの 4 単語の連鎖と比較すること
ができた。 

 
(4) 単語の分布及びキーコロケーションの調

査では若干異なる方法を取ったが、これ
については、下記の調査結果の説明で簡
潔に取り上げる。 

 
４．研究成果 
(1) 各著者のキーワードのトップ 10（降順）

を下の表 1で示す。 



 
ジョンソン アディソン スウィフト 
BY IN MINISTRY 

WITHOUT SEVERAL PUBLIC 

CAN SELF CHURCH 

AND VERY WHIGS 

OR UPON HATH 

HAPPINESS THO QUEEN 

ALWAYS READER PRINCE 

LIFE PARTICULAR PEOPLE 

EVERY KIND LATE 

NO POEM THEIR 

表 1 ジョンソン、アディソン及びスウィ
フトのエッセイにおけるキーワードのト
ップ 10 
 
通常、テキストのキーワードは、テキス
トの内容を反映している。上記の言葉に
ついて驚くべきことは、ジョンソン及び
アディソンについては、キーワードが内
容を示す言葉というよりはむしろ、文法
的な要素となっているということである。
例えば、ジョンソンのリストには、2 つ
の前置詞（BY、WITHOUT）、2 つの接
続詞（AND、OR）、2 つの限定詞（NO、
EVERY）及び 1 つの助動詞（CAN）が
含まれており、「内容」を示す言葉は、
HAPPINESS、ALWAYS 及び LIFE の 3
つのみである。このことは、ジョンソン
とアディソンのエッセイを特徴付ける文
体の差異は、内容だけではなく、言語選
択上の傾向も反映していることを示唆し
ている。例えば、ジョンソンのエッセイ
で「BY」が際立っているのは、彼が記述
する際に完全な形の受動体の文章を使う
傾向があることが理由の 1 つとなってお
り、一方、AND 及び OR が上位にあるの
は、ジョンソンのスタイルの一態様が、
エッセイ中多くのパラレリズムであるか
らである（AND 及び OR はパラレリズム
の要素と関連する。）アディソンに関して
「IN」が上位であるのは、彼に IN で副
詞句を作る傾向があるためである。IN は、
他のキーワードPARTICULARと共起す
る。「in this particular」のフレーズは、
前の文章で示された概念を、再び言及す
るために使用される（アディソンはこの
フレーズを 44 回使用し、スウィフトは 1
回のみ、ジョンソンは全く使用していな
い。）。 
 
ジョンソン及びアディソンの上位キーワ
ードの機能上の偏向のため、さらに、ス
ウィフトのエッセイでより良い比較を引
き出すため、研究代表者は、ジョンソン

及びアディソンにおける内容を示す上位
キーワードに限定して、次の分析ステッ
プを行うことにした。内容を示すキーワ
ードのトップ 10 を著者ごとに表 2 に示
す（副詞及び固有名詞も除外している。）。 
 
ジョンソン アディソン 
HAPPINESS READER 

LIFE PARTICULAR 

KNOWLEDGE KIND 

ATTENTION POEM 

HOPES BEAUTIFUL 

PLEASURE ORDINARY 

EXCELLENCE FOLLOWING 

FELICITY POET 

POWERS NATURE 

CONFIDENCE SOUL 

表 2 ジョンソン及びスウィフトのエッ
セイにおける内容を示すキーワードのト
ップ 10 
 
次のステップとして、意味論的な類似性
に従い内容を示すキーワードを分類した。
これを行うため、研究代表者は『UCREL 
Semantic Analysis System』（USAS）で
実行されたカテゴリーを利用した。この
システムは、選択した意味論上のカテゴ
リーの客観性を確保することにより研究
者の先入観を入れないようにしている。  
 
ジョンソンについて確認された主要なグ
ループは、次のとおりであった。(a)『幸
福 及 び 満 足 』 HAPPINESS 、
MERRIMENT 、 FELICITY 、
PLEASURE 、 GRATIFICATIONS 、
MISERIES 及び MISERY から成る。明
らかに、ジョンソンのエッセイにおける
重要な関心事が「幸福」であることが分
かる。(b)『（心理）期待』人間の希望や
期 待 を 示 す （ HOPES 、 HOPE 、
EXPECTED 、 EXPECTATION 、
EXPECTATIONS）。(c)『（心理）関心、
興 奮 及 び 積 極 的 』 ARDOUR 、
DILIGENCE 、 CURIOSITY 及 び
EAGERNESS から成る。(d)『評価』の
グ ル ー プ （ SUPERIORITY 、
EXCELLENCE 及び ERROUR から成
る）と、(e)『比較』（EQUALLY、EQUAL、
ACCUSTOMED）とは共に、エッセイの
評価的な特徴を示す。(f)『性格に関する
特 徴 』（ KINDNESS 、 ENVY 及 び
VANITY から成る。）も顕著である。(g)
『頻度を表す副詞』（SOMETIMES、
ALWAYS、SELDOM）は、ジョンソン
がエッセイの中で何度も一般化を試みて



いることを反映している。 
 
アディソンについては、確認されたグル
ープは、すべて『言語学的なアクション、
状態及びプロセス』に関連していた。こ
れはアディソンの Spectator の中のエッ
セイの多くのスペースが、文学的な事項
の議論に割かれていることを反映してい
る。この議論には、ミルトンの Paradise 
Lost についての長い議論を含んでいる。
USAS システムに従うと、この全体的な
言語カテゴリーは、次のように細別する
ことができる。(a)『言語、スピーチ及び
文法』（POEM、POET 及び WORD）、(b)
『メディア』（READER、BOOK 及び
WORKS ）、 (c) 『 言 語 行 為 』
（DESCRIPTION、DESCRIBES）。ま
た、エッセイには、PARTICULAR、KIND、
NATURE 及び NATURAL のキーワード
などに見られる『分類』の傾向もある。          
スウィフトの場合、内容を示すキーワー
ドの 4 つの意味論的グループが存在した
が、これは、ジョンソン及びアディソン
においてより顕著である。これらのグル
ープは次のとおりである。(a)『政府及び
パブリックドメイン』MINISTRY、
WHIGS （ 政 党 名 ）、 PARTY 、
PARLIAMENT 及び KINGDOM など、
合計で 30 例があった。(b)『社会的なア
クション、状態及びプロセス』、PUBLIC、
CHURCH、QUEEN、PRINCE 及び
PEOPLE を含む 33 のキーワード、(c)『時
間』（「直前」という意味の LATE が最も
顕著であった。）、(d)『金銭及び取引』
（CREDIT、TRADE）。ジョンソンの心
理一般及び特に幸福への注目、並びに、
アディソンの文学的議論の優先と比較す
ると、 スウィフトのエッセイは、政治的
事項、政府、君主制及び教会について詳
説しており、これは、これは表面化した
キーワードの意味論に反映されている。
最も顕著な『時間』のキーワード LATE
も、その傑出を現在の政治的な運営と直
前の（= ‘late’）政治的な運営との数多く
の比較に負っている。 
 

(2) キーワードが（通常）原文の内容を反映
する一方で、単語連鎖はテキストの構造
上の機能をより反映する。4 単語の連鎖
を選択した理由は、これより長い単語連
鎖は、より制限された統語論的、意味論
的及び語用論的な文脈で生じる傾向があ
るからである。 
 
ジョンソンについては、10 回以上出現し
た最も顕著な 4 単語の連鎖を、手動で意
味論的グループに等級付けし、分類した。
存在した 4 つの主要グループは、次のと
おりである。(a)『書簡方式』（to the 
rambler sir、I am sir &c、to the idler sir、

am sir your humble、sir your humble 
servant、the rambler sir I）−（現実及
びフィクションにおける）書簡の言及は、
ジョンソンのエッセイに共通する特徴で
ある。(b)『範囲』（the greater part of、
for the most part 、 greater part of 
mankind、the rest of mankind、it is 
common to）、ジョンソンの一般化傾向の
産物である。(c）『人間』（greater part of 
mankind、the rest of mankind、of the 
human mind）、ジョンソンの人間に対す
る関心を反映した 4 単語連鎖である。(d)
『容易又は困難』（it is not easy、is not 
easy to）。 
 
対照的に、アディソンのエッセイにおけ
る主要な 4 単語の連鎖は、より明確に談
話構造、特に文章の構成のために使用さ
れた文言を反映している。副詞について、
次の主要 3 タイプが単語連鎖によって実
証された。(a)『接続副詞』先行する部分
と節又は文章を関係付ける副詞（at the 
same time、and at the same、and by 
that means、the same time that、in the 
next place など）。実際、最も共通する 4
単語の連鎖は、「at the same time」であ
り、これはアディソンが 2 つのアイデア
の両立を示すために使用している。(b)
『認識的立場副詞』意見の基礎となる知
識に対する著者の評価又は信頼の程度を
示す副詞（there is no question、for my 
own part、truth of it is、I question not 
but など）。(c)『場所の副詞』何かが存在
する場所を示す副詞（in the mind of、in 
the whole poem、in the first book など）。 
 
スウィフトに関しては、エッセイの数が
少ないため、他の 2 人の著者との比較を
保証するのに十分な数の 4 単語の連鎖の
繰り返しが存在しない。 
 
その代わりに、スウィフトのエッセイで
は、最も使われている 32 個の 2 単語の
連鎖（bi-grams）を選択し、その頻度を
ジョンソン及びアディソンにおける場合
と比較した。この 32 個中、最も大きな差
が現れたのは(a)『the present』であった。 
― ここには、現（『the present』）内閣
を前（『late』）内閣と比較するスウィフ
トのプロパガンダ戦略が表面化している。
(b)『such a』 ― スウィフトが強調のた
めに使用しており、『such a [nominal] 
as』という形でよく見られる。他の 2 著
者と比べ、スウィフトのエッセイでは、
bi-gram の『have been』も頻出しており、
スウィフトの議論の近接性を反映してい
る。 

 
(3) エッセイ、小説という 18 世紀の 2 つの

ジャンル間の文体の差を明らかにするた



めに、限定的な範囲ではあるが、類似の
比較を上記(1)に対して行った。小説のコ
ーパスは、1684 年（アフラ・ベーンの
Love-Letters Between a Nobleman and 
His Sister）及び 1793 年（シャーロット・
ターナー・スミスの The Old Manor 
House）以降の小説から得られたバラン
スの良いサンプルを含んでいる。小説及
びジョンソン／アディソンについてのキ
ーワードのトップ 10 は次の表 3 のとお
りである。 
 
小説 ジョンソン／ア

ディソン 
YOU OF 

I ARE 

HER IS 

SHE OR 

ME THE 

HAD THOSE 

MY HAS 

YOUR WHICH 

SAID PUBLICK 

WAS THEIR 

表3 18世紀の小説及びジョンソン／アデ
ィソンのコーパスにおけるキーワードの
トップ 10 
 
小説とエッセイ間との差は顕著である。
小説では、1 人称（I、ME、MY）と 2
人称（YOU、YOUR）への言及が多く、
女性形の要素（SHE、HER）が、より顕
著である。小説では過去形（HAD、SAID、
WAS）が、エッセイでは現在形（ARE、
IS、HAS）が優位である。エッセイにお
ける「OF」の優位性は、エッセイでは名
詞句がより長く、より複雑になっている
ことが理由であると思われる。また、同
格（OR）又は関係代名詞（WHICH）な
ど、エッセイでは連結のための言葉が多
く使用されている。 
 
これらの差の一部は、4 単語の連鎖につ
いての分析においても出現した。最もよ
く使われる 4-grams は、過去時制動詞
（that I could not、as if he had）、2 人
称代名詞（let me tell you, I hope you 
will）及び 1 人称目的代名詞（let me tell 
you, give me leave to）を含む場合が多か
った。注目すべきことは、同じ 4 単語の
連鎖『at the same time』は、小説のテ
キストファイル及びアディソンのテキス
トファイルに関する両方のリストの 1 位
であったことである。単語連鎖の統語論
的な考察を得るために、これらを含むテ

キストファイルを、Wmatrix プログラム
によって編集し、タグ付けした。小説に
おける単語連鎖は、エッセイの場合より
高い頻度で、冠詞（the rest of the、for the 
sake of）、『is』（that is to say、is one of 
the）、及び『of』（a great deal of、in the 
midst of）を含んでいることが分かった。 
 

(4) 最後に、ジョンソンのエッセイとアディ
ソンのエッセイにおけるキーワード分布
の比較、及び、ジョンソンとアディソン
（スウィフトについては十分なデータが
存在しなかった）における内容を示すキ
ーワードの主要コロケーション分析につ
いて、簡潔に説明する。 
 
ジョンソンとアディソンのエッセイのキ
ーワードが文レベル、段落レベル及びエ
ッセイレベルでどのように分布している
かを確認するため、R で書かれたプログ
ラムを使用して前述の単位を『Starts』、
『Middles』及び『Ends』に分割した。
その後、各単位の地位について、
WordSmith を利用したキーワード比較
を行った（例えば、ジョンソンのキーワ
ード『Sentence Starts』をアディソン
『Sentence Starts』と比較する、など）。
主要な結果は次のとおりであった。(a)文
レベルでは、キーワード「BY」は、ジョ
ンソンにおいては、より頻繁に文の終わ
りの方に出現し、「TO」と「YET」は文
の始めの方に出現する。(b)段落レベルで
は、「AND」及び「WITHOUT」は、ジ
ョンソンにおいては、より頻繁に段落の
終わりの方に出現し、「YET」は段落の始
めの方に出現する。(c)エッセイレベルで
は、「BY」及び「RAMBLER」は、ジョ
ンソンにおいては、より頻繁に、エッセ
イの始めの方に出現し、アディソンにお
いては「CAN」がエッセイの終わりの方
に出現する。 
 
ジョンソンとアディソンにおける内容を
示すキーワードの主要コロケーションを
特定するために、2 著者のそれぞれにつ
きキーワードのコンコーダンスを生成し、
これらを WordSmith によって他の二人
のコンコーダンスと比較した。ジョンソ
ンについては、HAPPINESS の主要コロ
ケーションの詳細分析を、単なるキーワ
ードではなくエッセイの主要概念（『幸福
及び満足』）であるとして実行した（上記
(2)を参照）。HAPPINESS に関する 3 つ
の主要コロケーションは、 LIFE 、
FOUND 及び LONG であった。キーワー
ド及び主要コロケーションを含む例を検
索し、互いに近接して出現する場合に 2
つの単語を関連付けるための次の一般化
が示された。(a)LIFE は、HAPPINESS
の存在する場所である可能性もあるが、



それが欠けていること又はその一時的で
あ る こ と を 示 す こ と が 多 い 。
(b)HAPPINESS は、探し出すのが難しい
か、努力が必要であるが FOUND（発見）
する物である。(c)HAPPINESS は、来る
べき LONG（長い）時間である場合もあ
る。 
 

(5) 本研究プロジェクトの結果は、具体的か
つ一般的である。具体的に、コーパスソ
フトウェアの使用なくしては明らかにな
らなかったであろう、ジョンソン、アデ
ィソン及びすスウィフトのエッセイにお
ける語彙及びスタイルの態様を発見でき
た。例えば、伝統的なテキスト分析方法
を使用している研究者が、ジョンソンの
エッセイに関するキーワードとして
「BY」を選任する可能性は低く、また、
3 セットのエッセイを綿密に読んだ結果、
アディソンが他の著者より頻繁に選択し
た 4 単語の連鎖として『at the same 
time』を選択する可能性は低い。さらに、
コーパスソフトウェアにより、現在まで
信頼されていた主張、例えば、「ジョンソ
ンのエッセイは、パラレリズムを特徴と
している」という主張に対する経験的実
証を行うことが可能になる。「AND」及
び「OR」をキーワードとして確立するこ
とにより、この主張を裏付けることがで
きた。上記で概要を示したアプローチが
有効となる場合は、より一般的な意味に
おいても、18 世紀であるかそれ以降であ
るかを問わず、採用した方法論が他のエ
ッセイ執筆者にも適用できることは明白
である。このアプローチは、そのほか、
単一の著者による短いテキストのコレク
ションに対しても応用することができる。
例えば、研究者が複数の著者による書簡、
雑誌記事、新聞の論評部分、又は日記の
記述を研究する場合にも、上記の比較ア
プローチを応用できる。 
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